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「緑と農の地域資源の普及啓発計画の検討」の概要と流れ 

１．緑と農の地域資源の普及啓発計画 

(1)- 大学等と連携した普及啓発活動 

(2)- 市民活動団体による普及啓発活動 

(3)- 緑と農の地域資源のプロモーショ

ン活動

図Ⅳ-1 取組-3 の概要と流れ 

２．大学等と連携した普及啓発活動 

(1)- 5 市 1 町緑と農のシンポジウム 

３．地域の催しと連携した普及啓発活動 

(1)- 獨協大学シンポジウム 

(2)- Act Green ECOWEEK2016・

活動団体パネルセッション 

４．緑と農の地域資源のプロモーション

活動 

(1)- 5 市 1 町でのふるさと米 PR 活動 
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Ⅳ. 緑と農の地域資源の普及啓発計画の検討 

１.緑と農の地域資源の普及啓発計画 

昔から人の営みとともに守られた農地や屋敷林などの緑や農の資源の価値が、地域住民や

学校、企業、農家などが再確認され、地域の農地や緑地を守る活動が活発になるとともに、

地産地消の活動への賛同・参加から、5 市 1 町の環境資源の保全につなげていく事を目的に

「大学等と連携した普及啓発活動」及び「地域の催しと連携した普及啓発活動」と、「地域

のプロモーション活動」を計画、実施した。 

 

（1）⼤学等と連携した普及啓発活動 

タイトル 5 市 1 町緑と農のシンポジウム・活動団体パネルセッション 

⽇ 時 2016 年 10 月 29 日（土） 13 時 30 分～17 時 30 分 

場 所 獨協大学 天野貞祐記念館 大講堂・セミナースペース 

対 象 草加市及び周辺の市町の住民、学生、教職員、市民活動団体関係者等 

主な内容 基調講演、パネル討論、5 市 1 町活動団体パネルセッション 

 

（2）市⺠活動団体による普及啓発活動 

タイトル Act Green ECO WEEK2016 エコ活動展 

⽇ 時 
2016 年 10 月 22 日（土）～23 日（日）9 時～22 時 

（23 日は 17 時まで） 

場 所 イオンレイクタウン mori １階 花の広場 

対 象 
イオンレイクタウンに買い物に来られた越谷市及び周辺の市町の住民、「Act 

Green ECO WEEK2016」見学者、市民活動団体関係者 

主な内容 
5 市 1 町活動団体のパネル展示、緑と農に関する魅力スポットの参加型マッ

プの作成 
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（3）緑と農の地域資源のプロモーション活動

タイトル 5 市 1 町でのふるさと米活動 

主な内容 越谷市「越谷ふるさと米」、吉川市「吉川のしずく」、松伏市産米の展示、

販売店等のＰＲ 

① ⼤学等と連携した普及啓発活動と併せたプロモーション活動

⽇ 時 2016 年 10 月 29 日（土） 13 時 30 分～17 時 30 分 

場 所 獨協大学 天野貞祐記念館 セミナースペース 

対 象 草加市及び周辺の市町の住民、学生、教職員、市民活動団体関係者等 

② 親⼦を対象とした環境学習企画と併せたプロモーション活動

⽇ 時 2016 年 11 月 5 日（土）午前の部 9 時～12 時 午後の部 13 時～16 時 

場 所 まつぶし緑の丘公園「芝生ゾーン」 

対 象 5 市 1 町の小学生とその家族 
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２. ⼤学等と連携した普及啓発活動 

（１）5 市 1 町緑と農のシンポジウム 
  

図Ⅳ-2 
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図Ⅳ-3 
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①計画の概要

タイトル 5 市 1 町緑と農のシンポジウム・活動団体パネルセッション 

⽬的 

・５市１町の「緑」と「農」という地域資源に着目し、自然環境や生物多様

性の回復、および農業や観光といった分野の発展を実現していくために、

地域全体としてどのような取組をすすめていくべきかを議論する。

・５市１町それぞれの市町で緑や農やその他の環境をテーマに活動している

様々な市民団体を紹介することで、5 市 1 町の緑や農の豊かさと、その環

境を守っている団体の活動を知ることにより、それらの自然資源の大切さ

を広く知って頂く。

テーマ 緑と農を活かしたまちづくり 

—埼玉県東南部地域における地域資源活用の試み— 

内容 

①基調講演

犬井 正氏 獨協大学 学長（前 獨協大学環境共生研究所所長）

②パネル討論

【パネリスト】高橋 努氏 越谷市長 

島村 博氏  JA 越谷市代表理事組合長 

市川 友英氏 秀明大学観光ビジネス学部教授 

古谷 愛子氏 NPO 法人オリザネット 事務局長 

高橋 涼氏  国土交通省都市局公園緑地・景観課 課長補

佐 

【司会】 浜本 光紹氏 獨協大学環境共生研究所 所長 

③5 市 1 町活動団体パネルセッション

【参加団体】

草加市 草加環境推進協議会 

草加市 埼玉県生態系保護協会草加・八潮支部 

吉川市 環境ネットワークよしかわ 

八潮市 大曽根の湿地ビオトープを守る会 

越谷市 特定非営利活動法人 越谷ふるさとプロジェクト 

越谷市 元荒川の自然を守る会 

越谷市 越谷アリタキ緑の会 

三郷市 みさと環境ネットワーク 

松伏町 松伏の川をきれいにする会 

④参加型マップ（通称：ガリバーマップ）の作成

参加者 154 名 

開催⽇時 2016 年 10 月 29 日（土）13:30～17:30 

会場 獨協大学 天野貞祐記念館 大講堂・セミナールーム 

告知⽅法 ポスター・チラシ、電車の中吊り広告、HP 
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②募集状況 
○広報掲載状況 

組織名 種別 掲載媒体名（所在） 

獨協⼤学 

チラシ 
自治体、教育機関等への送付、新聞折り込み等 

参考 http://www.dokkyo.ac.jp/PDF/90d1b4055d7b4e19b91ec97675f85d2d.
pdf 

ポスター 東武伊勢崎線（スカイツリーライン）中吊り、駅貼り 

ＨＰ 

獨協大学 イベント 2016 年 

参考 
トップページ：http://www.soka-bokkurun.com/ 
掲載ページ：http://www.dokkyo.ac.jp/event/detail/id/6882/publish/1/ 

越⾕市 

ＨＰ 

越谷市公式ＨＰ 

参考 

トップページ：https://www.city.koshigaya.saitama.jp/ 
掲載ページ：
https ://www.city.koshigaya.saitama.jp/kanko/event/koza/noutomidoriwoik
asitamatidukuri.html（削除済み） 

ＨＰ 

越谷市観光協会ＨＰ 

参考 
トップページ：http://www.koshigaya-sightseeing.jp/ 
掲載ページ：http://www.koshigaya-sightseeing.jp/info/20161029_dokkyo/
（削除済み） 

ＵＲリン
ケージ 

ＨＰ 

株式会社 ＵＲリンケージ インフォメーション 

参考 
トップページ：https://www.urlk.co.jp/  
掲載ページ：https://www.urlk.co.jp/news/（削除済み） 

 

 

広報掲載例１：獨協大学公式ＨＰ 
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広報掲載例２：越谷市観光協会公式ＨＰ 

広報掲載例３：ＵＲリンケージ公式ＨＰ 

図Ⅳ-5

図Ⅳ-6
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③実施結果 

概要 

・5 市 1 町に存在する「緑」と「農」という地域資源に着目し、自然環境

や生物多様性の回復、および農業や観光といった分野の発展を実現してい

くためには、地域全体としてどのような取り組みを進めていくべきかにつ

いて議論した。 

・5 市 1 町の自然環境を舞台に活動している環境団体が、シンポジウムの

来場者や緑や農に関心がある住民に対して、これまでの活動を報告し、農

や緑への関心を深めてもらった。                   

実施内容① 

基調講演（写真Ⅳ-1～4） 

・犬井学長をはじめ、パネリストにより 5 市 1 町の「緑」と「農」の地域

資源についての基調報告及びパネル討論を実施。その後来場者からの質問を

元にディスカッションを行った。 

実施内容② 

パネル討論（写真Ⅳ-5～8） 

・犬井学長をはじめ、パネリストにより 5 市 1 町の「緑」と「農」の地域

資源についての基調報告及びパネル討論を実施。その後来場者からの質問

を元にディスカッションを行った。 

実施内容③ 

5 市 1 町活動団体パネルセッション（写真Ⅳ-19～24） 

・各市町で活動している環境団体の数団体にパネルを作成してもらい、会場

周辺やロビー等で展示を行った。 

・パネル討論の開催前や休憩中には展示パネルの前で活動団体のメンバーに

よる紹介・交流を行った。 

・なお、プレセッションとして、10/21（金）～23（日）に越谷レイクタ

ウン アクトグリーンエコウィーク 2016 においても同様の展示を行っ

た。 

実施内容④ 

参加型マップ（通称：ガリバーマップ）の作成（写真Ⅳ-25～26） 

・5 市 1 町の大型地図（A0）を用意し、来場者に 5 市 1 町の緑と農に関

する自然環境や自然風景、生き物の生息場所等についてのお気に入りポイ

ントやコメントの書き込みを行ってもらい、「緑」と「農」に関する参加

型マップを作成した。 

考察 
・様々な媒体を用いた告知が奏功し、5 市 1 町の多くの環境団体や関心が

高い方の参加があった。シンポジウムだけでなく、パネルセッションも盛

況であり、近隣住民が地域の緑や農への関心が高いことが伺えた。 
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④当⽇の様⼦
○基調講演

○パネル討論

写真Ⅳ-5 パネル討論 写真Ⅳ-6 パネル討論 

写真Ⅳ-7 パネル討論 写真Ⅳ-8 パネル討論 

写真Ⅳ-1 基調講演 写真Ⅳ-2 基調講演 

写真Ⅳ-3 基調講演 写真Ⅳ-4 基調講演 
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⑤アンケート実施
○アンケート⽤紙
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○アンケート結果

参加者の属性 

・参加者の男女比は男性 74％女性 26％と男性が多かった。

・年齢層は 60 代が 30％と最も多く、50 代～70 代以上で 70％であった。 

・所属は一般の方や学生のほか、周辺の自治体の職員や JA などの関係団体

職員、環境活動団体の方が見られた。 

報告内容に 
ついて 

・報告内容については 73％が満足（やや満足を含む）、5％がやや不満で

あった。

【感想】 

・持続可能な自然の必要性が分かった。

・ＪＡ越谷の農業の取組が分かった。

・地元の農協の取組、観光に対する考え方

が分かった。

・散歩マーケット、花エリア等、新たなま

ちづくりの視点が得られた。

・地域活性策を学べた。

・多角的な視点の報告が聞けた。 他

討議内容に 
ついて 

・討議内容については 73％が満足（やや満足を含む）、5％がやや不満で

あった。

【感想】 

・まちづくりのイメージが具体化、共有化さ

れた。

・幅広い分野の専門家同士の意見交換が興味

深かった。

・高橋越谷市長、市川秀明大学観光ビジネス

学部教授の話が分かりやすかった。

・現状の課題を浮き彫りにした上で、「自然

が人々の心をどう動かすか」を焦点に話を

していて分かりやすかった。

・様々な考えが聞けて良かったが、もっと時

間を長く設けて欲しかった。 他

報告内容について 

参加者の男⼥⽐ 参加者の年齢層 

討議内容について 
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シンポジウム
全体について
（⾃由意⾒）

【良かった】 

■登壇者について

・犬井学長の話は共感できる事が多く、多角的視点の話で大変有意義だった。 

・高橋越谷市長の来訪に驚き、ありがたいと思った。

・島村ＪＡ越谷組合長の報告が興味深かった。

・市川教授の観光から見た緑と農の活かし方は共感できる事が多かった。

・市川教授の話は身近なレイクタウン等を例にしていて分かりやすかった。 

・市川教授のはっきりした方向性は参考になった。

■内容について

・越谷、吉川、草加などの地域の事をよく調べていて分かりやすい。実例が

良かった。

・農、観光、緑の観点での報告が分かりやすかった。

・様々な視点・立場からの発表があり、多面的に考えるきっかけとなった。 

・はじめは堅苦しさを感じたが、パネル討論では深い話になった。このシン

ポジウムを引き続き行って欲しい。

・今後に活かせる話を聞く事が出来た。

【意見・要望】 

■テーマ・事例について

・サブタイトル（埼玉県東南部地域における地域資源活用の試み）について

の内容が少なかった。

・テーマが大きすぎてかみ合わないことがあった。2～3 回に分けて開催し

ても良い内容だった。

・1 つの自治体の関係者が多く、他市町の事例が少なかった。

■緑と農のつながりについて

・緑と農のつながりがカエルだけだったのが残念だった。まちづくりに欠か

せない緑政と農政の財政の話が聞きたかった。 

■生物多様性について

・生物多様性の観点をもっと考えるべき。花が沢山あれば良いという考え方

は、生物多様性や自然保護の観点からは賛成できない。 

■地域の活性化について

・経済活性化、地域活性化の観点からこれからどうしたら良いかを、全ての

方に具体的に話をしてほしかった。

・観光人口流入の実現に向けた討論をして欲しかった。

・5 市 1 町が協力して、観光資源を共有し、日帰り観光地として確立して

欲しい。
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○アンケート集計データ
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３. 地域の催しと連携した普及啓発活動

（１）獨協⼤学シンポジウム

●全体レイアウト

図Ⅳ-7
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●5 市 1 町の取組み紹介

図Ⅳ-8
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●5 市 1 町の緑や農の資源 
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●農業・農村の持ついろいろいな機能

図Ⅳ-10
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●各活動団体の活動の紹介パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真Ⅳ-10 草加市埼玉県生態系保護協会草
加・八潮支部 

写真Ⅳ-9 草加市：草加環境推進協議会 

写真Ⅳ-11 八潮市：大曽根の湿地ビオトー
プを守る会 

写真Ⅳ-12 三郷市：みさと環境ネットワ
ーク 

写真Ⅳ-14 松伏町：松伏の川をきれいにす
る会 

写真Ⅳ-16 越谷市：元荒川の自然を守
る会 

 

写真Ⅳ-15 越谷市：越谷ふるさとプロジ
ェクト 

 

写真Ⅳ-13 吉川市：環境ネットワークよし
かわ 
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●展⽰⾵景

写真Ⅳ-18 越谷市：越谷アリタキの会 写真Ⅳ-17 越谷市：越谷市自然ガイド協会 

写真Ⅳ-19 パネルセッション 写真Ⅳ-20 パネルセッション 

写真Ⅳ-21 パネルセッション 写真Ⅳ-22 パネルセッション 

写真Ⅳ-23 パネルセッション 写真Ⅳ-24 パネルセッション 
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○参加型マップの作成（通称：ガリバーマップ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●参加型マップの記載状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真Ⅳ-25  参加型マップの作成 写真Ⅳ-26  参加型マップの作成 

図Ⅳ-11
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（２）Act Green ECO WEEK2016・活動団体パネルセッション

図Ⅳ-12
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①計画の概要・実施結果 

タイトル Act Green ECO WEEK2016 エコ活動展 

⽬的 

・５市１町それぞれの市町で緑や農やその他の環境をテーマに活動している

様々な市民団体を紹介することで、5 市 1 町の緑や農の豊かさと、その

環境を守っている団体の活動を知ることにより、それらの自然資源の大切

さを広く知って頂く。 

テーマ 緑・農・生きものとの共生を目指して 

内容 

5 市 1 町活動団体パネルセッション（写真Ⅳ-27～30） 

 草加市 エコ生活ガイド草加、草加環境推進協議会、 

埼玉県生態系保護協会草加・八潮支部 

 吉川市 環境ネットワークよしかわ 

 八潮市 大曽根の湿地ビオトープを守る会 

 越谷市 特定非営利活動法人 越谷ふるさとプロジェクト、元荒川の自然を守る会  

     越谷アリタキ緑の会 

 三郷市 みさと環境ネットワーク 

 松伏町 松伏の川をきれいにする会 

参加型マップ（通称：ガリバーマップ）の作成（写真Ⅳ-31～34） 

来場者数 約 2,000 名 

開催⽇時 2016 年 10 月 22 日（土）～23 日（日） 

9:00～22:00（23 日は 17 時まで） 

会場 イオンレイクタウン mori １階 花の広場 
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②当⽇の様⼦
○全体レイアウト

図Ⅳ-13
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○5 市 1 町活動団体パネルセッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○参加型マップ（通称：ガリバーマップ）の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真Ⅳ-27 パネルセッション 写真Ⅳ-28 パネルセッション 

写真Ⅳ-31  参加型マップの作成 写真Ⅳ-32  参加型マップの作成 

写真Ⅳ-33  参加型マップの作成 

写真Ⅳ-29 パネルセッション 写真Ⅳ-30 パネルセッション 

写真Ⅳ-34  参加型マップの作成 
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○参加型マップの記載状況 

 

  
図Ⅳ-14
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４. 緑と農の地域資源のプロモーション活動

（１）5 市 1 町でのふるさと⽶ PR 活動
①計画の概要

タイトル 5 市 1 町でのふるさと米活動 

⽬的 

・良好な景観形成、洪水防止、生物多様性保全、気候緩和などの多面的機能

を有し、食料の供給とともに市民生活の安定に果たしている農地及び水路

等の農業施設等の多面的機能の重要性を多くの市民に伝え、農を活かした

より良い地域づくり、まちづくりを目指す。

内容 

5 市 1 町で収穫されたお米（越谷市「越谷ふるさと米」、吉川市「吉川の

しずく」、松伏市産米）の展示とＰＲ、農地の多面的機能の重要性の普及及

び 5 市 1 町の採れたお米のＰＲ、農地の多面的機能についての紹介（写真

Ⅳ-35～42） 

②実施結果
○⼤学等と連携した普及啓発活動と併せた開催

会場 獨協大学 天野貞祐記念館 セミナールーム 

開催⽇時 2016 年 10 月 29 日（土）13:30～17:30 

参加者 154 名 

●会場の様⼦

写真Ⅳ-35 5 市 1 町でのふるさと米活 写真Ⅳ-36 5 市 1 町でのふるさと米活

写真Ⅳ-37 5 市 1 町でのふるさと米活 写真Ⅳ-38 5 市 1 町でのふるさと米活
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○親⼦を対象とした環境学習企画と併せた開催

会場 獨まつぶし緑の丘公園「芝生ゾーン」 

開催⽇時 2016 年 11 月 5 日（土）9:00～16:00 

来場者数 約 100 名 

●会場の様⼦

写真Ⅳ-39 5 市 1 町でのふるさと米活 写真Ⅳ-40 5 市 1 町でのふるさと米活

写真Ⅳ-41 5 市 1 町でのふるさと米活 写真Ⅳ-42 5 市 1 町でのふるさと米活
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